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【年通号数】公開・登録公報2019-007
【出願番号】特願2017-150650(P2017-150650)
【国際特許分類】
   Ｂ２９Ｃ  70/54     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  70/06     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  43/12     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  33/38     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  43/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２９Ｃ   70/54     　　　　
   Ｂ２９Ｃ   70/06     　　　　
   Ｂ２９Ｃ   43/12     　　　　
   Ｂ２９Ｃ   33/38     　　　　
   Ｂ２９Ｃ   43/36     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月27日(2019.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱硬化性樹脂を含む複合材を成形するための可撓性マンドレルであって、
　第１の材料を含む本体と、
　前記第１の材料より高い熱伝導率を有する第２の材料を含み、前記本体の少なくとも一
部を覆うように形成された熱伝導層と、
を備え、
　前記熱伝導層は、前記可撓性マンドレルのうち成形時に前記複合材に接触する接触面か
ら前記複合材に接触しない非接触面に至るように延在し、
　前記第２の材料は熱伝導性に異方性を有する繊維材料を含み、
　前記繊維材料は、前記接触面から前記非接触面に向かう繊維方向を有する、可撓性マン
ドレル。
【請求項２】
　前記熱伝導層は前記本体の周方向全体を囲む、請求項１に記載の可撓性マンドレル。
【請求項３】
　前記繊維材料はＰＩＴＣＨ系ＣＦＲＰである、請求項１又は２に記載の可撓性マンドレ
ル。
【請求項４】
　前記第１の材料はＰＡＮ系ＣＦＲＰである、請求項１から３のいずれか一項に記載の可
撓性マンドレル。
【請求項５】
　前記熱伝導層は２ｍｍ未満の厚さを有する、請求項１から４のいずれか一項に記載の可
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撓性マンドレル。
【請求項６】
　前記本体には内側に向けて少なくとも一つの穴部が形成される、請求項１から５のいず
れか一項に記載の可撓性マンドレル。
【請求項７】
　前記穴部は前記本体のうち前記非接触面側に設けられる、請求項６に記載の可撓性マン
ドレル。
【請求項８】
　前記穴部を充填する充填材を更に備え、
　前記充填材は前記第１の材料より高い熱伝導率を有する、請求項６又は７に記載の可撓
性マンドレル。
【請求項９】
　一対の可撓性マンドレルを用いて熱硬化性樹脂を含む複合材を成形することにより、複
合材部品を製造するための方法であって、
　第１の材料を用いて、前記可撓性マンドレルの本体を形成する工程と、
　前記第１の材料より高い熱伝導率を有する第２の材料を用いて、前記可撓性マンドレル
のうち成形時に前記複合材に接触する接触面から前記複合材に接触しない非接触面に至る
まで、前記本体の少なくとも一部を覆うように熱伝導層を形成する工程と、
　前記熱伝導層が形成された前記可撓性マンドレルの間に前記複合材を介在させ、熱硬化
処理を実施する工程と、
を備え、
　前記第２の材料は熱伝導性に異方性を有する繊維材料を含み、
　前記熱伝導層は、前記繊維材料の繊維方向が前記接触面から前記非接触面に向かうよう
に形成される、複合材部品の製造方法。
【請求項１０】
　前記本体に前記熱伝導層を形成する前に、前記本体の内側に向けて穴部を形成する工程
を更に備える、請求項９に記載の複合材部品の製造方法。
【請求項１１】
　前記熱伝導層は金属材料を溶射することにより形成される、請求項９又は１０に記載の
複合材部品の製造方法。
【請求項１２】
　一対の可撓性マンドレルを用いて熱硬化性樹脂を含む複合材を成形することにより、複
合材部品を製造するための方法であって、
　第１の材料を用いて、前記可撓性マンドレルの本体を形成する工程と、
　前記第１の材料より高い熱伝導率を有する第２の材料を用いて、前記可撓性マンドレル
のうち成形時に前記複合材に接触する接触面から前記複合材に接触しない非接触面に至る
まで、前記本体の少なくとも一部を覆うように熱伝導層を形成する工程と、
　前記熱伝導層が形成された前記可撓性マンドレルの間に前記複合材を介在させ、熱硬化
処理を実施する工程と、
を備え、
　前記熱伝導層は金属材料を溶射することにより形成される、複合材部品の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
【特許文献１】特許第４８９６０３５号公報
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